
図書館を心地よい読書空間に

事例２

小樽市立銭函小学校

幅広いニーズに応える図書館へ

事例３

当麻町立当麻中学校

事例４

札幌市立中央中学校

読書の扉をひらく図書館に

学校の読書活動の中心として

学校図書館法が改正され、

専ら学校図書館の職務に従事する職員を

学校司書と位置付け、

学校に置くように努めることとなりました。

学校司書の配置で、

子どもの読書活動を

もっと豊かに

事例５

恵庭市

知的好奇心を刺激する図書館へ

事例1
石狩市立双葉小学校



石
狩
市
の
状
況

石

狩
市

で
は
、

平
成
二
十

一

年
度

か
ら

双
葉

小
学
校
の
前

身

の
旧

若
葉
小

学
校
へ

学
校
司
書

が

配
置

さ
れ

、
現
在
、
市

内
の

小
学

校
７

校
に
配

置
さ
れ
て

い

ま
す
（

う
ち

１
校
は

派
遣
、
う

ち
１
校
は
地
域
開
放
型
）
。

双
葉
小
学
校
の
様
子

双

葉

小

学

校

の

学

校

司

書

は

、
金

澤
裕
佳

さ
ん
で
す

。
金

澤
さ

ん
は

、
以
前

は
石
狩
市
民

図

書
館

で
勤

務
さ
れ
て

お
り
、

双
葉
小
で
の
勤
務
は
２
年
目
で
す
。

学
校

司
書

と
し
て
、
朝

の
読

書

で
の

読
み

聞
か
せ
な

ど
、
こ

れ
ま

で
の

経
験

も
生
か
し
な

が

ら
業

務
を

進
め
て
お

り
、
双
葉

小

の
学

校
図

書
館
は
、

朝
、
中

休
み

、
昼

休
み
を

中
心
に
、

多

で
は

な
く

、
子
ど

も
一
人
ひ
と

り
の

自
主

的
な
読

書
活
動
を

一

層
活

発
に

す
る
た

め
、
図
書

館

を
い

か
に

心
地

よ
い
読
書
空

間

に

し

て

い

く

か

と

い

う

こ

と

を

大

切

に

し

て

い

ま

す

」

と

金
澤
さ
ん
。

他

の
学

校
に
配

置
さ
れ
て
い

る

学
校

司
書

の
取
組
も

参
考
に

し

て
、

子
ど

も
た
ち
が

読
書
に

没

頭
で

き
る

読
書
環
境

づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
読
書
習
慣
へ

社

会
の

大
き
な

変
化
の
中

で

子
ど

も
の

読
書

量
は
以
前
よ

り

も
少
な

く
な

っ
て
い

る
と
言
わ

れ
て
ま
す
。

樟

山

校

長

は

、
「

学

校

司

書

の

配
置

で
学

校
の
読
書

環
境
は

着
実

に
改

善
さ

れ
て
い
ま
す

。

こ
の
学
校
で
の
読
書
経
験
を
家
庭

で

の
読

書
習

慣
の
定
着
へ

と
つ

な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

学

校
で

の
読

書
を
家
庭
で

、

家
庭

で
の

読
書

を
学
校
で
、

双

方
向

で
子
ど

も
の
読

書
活
動
を

充

実
さ

せ
る

取
組
が
進
め

ら
れ

て
い
ま
す
。

く
の

子
ど
も

た
ち
の

姿
が
見
ら

れ
ま
す
。

心
地
よ
い
読
書
空
間
に

新

刊
図

書
の
紹

介
コ
ー
ナ

ー

に

は
、

子
ど

も
た
ち

に
人
気
の

ダ
イ

オ
ウ

イ
カ
に
関

す
る
本
な

ど
多

く
の

図
書
が

並
べ
ら
れ

て

い
ま
し
た
。

「

最
近

は
、
貸

出
冊
数
だ

け

事例１ 石狩市立双葉小学校（学校司書・金澤裕佳さん）

図
書
館
を
心
地
よ
い
読
書
空
間
に

～
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
充
実
に
向
け
て
～

石 狩 市 立 双 葉 小 学 校

校 長 樟 山 行 彦

児 童 数 ３ ２ １ 名

学 級 数 １ ４ 学 級（ 特 支 ３ ）
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Tel 0133- ( 74 ) 0494

Fax 0133- ( 74 ) 4576
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事例２ 小樽市立銭函小学校（学校司書・加藤久美子さん）

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
図
書
館
へ

小
樽
市
の
状
況

小
樽
市
で
は
、
平
成
二
十
五
年

度
か
ら
小
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
一

校
に
学
校
司
書
が
配
置
さ

れ

ま

し

た

（

い

ず

れ

も

非

常

勤

）
。

銭
函
小
の
様
子

銭

函

小

学

校

の

学

校

司

書

は
、

加
藤

久
美
子
さ

ん
で
す
。

司

書
資

格
を

も
ち
、
書

店
で
の

勤

務

経

験

も

あ

る

加

藤

さ

ん

は
、
着
任
２
年
目
で
す
。

「
本

を
魅

力
的
に
見
せ

る
と

い

う
点

は
、

学
校
図
書

館
も
書

店

も

共

通

し

て

い

ま

す

」

と

加
藤
さ
ん
。

館
内

に
は

立
体
的
な

展
示
で

様
々
な
本
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、

日

本
海

を
望

む
大
き
な

窓
か
ら

入

る
日
差

し
と

相
ま
っ
て

、
と

て
も

明
る

く
、
子

ど
も
た
ち

の

知
的

好
奇
心

を
く
す

ぐ
る
よ
う

な

空
間

が
広

が
っ
て
い

ま
す
。

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

加

藤
さ
ん

は
、
学

年
ご
と
の

本
の

紹
介

コ
ー
ナ

ー
や
、
配

備

さ
れ

て
い
る

新
聞
二

紙
の
切
り

抜

き
フ

ァ
イ

ル
コ
ー
ナ

ー
を
設

け

る
な

ど
、
学

校
図
書
館

の
読

書
セ

ン
タ

ー
の
機

能
だ
け
で

な

く
、

学
習

・
情
報
セ

ン
タ
ー
の

機

能
も

意
識

し
た
環
境

づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
文

学
作

品
だ
け
で

な
く
、

学

校

図

書

館

メ

デ

ィ

ア

基

準

（
注

）
を

参
考

に
、
百
科
事

典

や
年

鑑
な

ど
、
学

校
図
書
館
と

し
て
の
蔵
書
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
加
藤
さ
ん
。

ま
た

、
今

年
度
か

ら
バ
ー
コ

ー
ド

に
よ

る
図
書

管
理
が
始
ま

り
、
貸

出
業

務
が
以

前
よ
り
も

早

く
で

き
る

よ
う
に
な

っ
た
こ

と

で
、
子

ど
も

へ
の
ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
に

時
間
を

多
く
か
け

ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

授
業
で
の
活
用
も
進
む

配
置
２

年
目

に
入
り
、

子
ど

も

た
ち

の
利

用
だ
け
で

な
く
、

先

生
か
ら

の
選

書
依
頼
も

大
幅

に
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、

授
業

で
の
学
校

図
書

館

の
活

用
も

積
極
的
に

行
わ
れ

て

お
り
、

利
用

回
数
は
大

幅
に

増

加

し

て

い

ま

す

（

図

１

）
。

図
書

館
に
い

つ
も
専
門

的
な

知

識
を

も
つ

人
が
い
る

と
い
う

こ

と
が

、
学
校

図
書
館
の

幅
広

い
利
活
用
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

小 樽 市 立 銭 函 小 学 校

校 長 澤 本 昌 宏

児 童 数 ３ ０ ５ 名

学 級 数 １ ４ 学 級（ 特 支 ３ ）

所 在 地 小 樽 市 見 晴 町 ５ － ２

Tel 0134- ( 62 ) 2004

Fax 0134- ( 62 ) 2022

～
学
習
・
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
の
充
実
～新聞の子ども向け記事のスクラップ

注

（
公
財
）
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
が
定

め
た
学
校
図
書
館
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け
る
ジ
ャ
ン
ル
別
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配
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こ
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事例３ 当麻町立当麻中学校（学校司書・小玉由香梨さん）

当
麻
町
の
状
況

当
麻
町
で
は
、
平
成
二
十
五
年

度
か
ら
中
学
校
に
、
平
成
二
十
六

年
度

か
ら
町

内
の
小

学
校
（
二

校
・
兼
任
）
に
学
校
司
書
が
配
置
さ

れ
ま
し
た
（
い
ず
れ
も
非
常
勤
）
。

当
麻
中
の
様
子

当
麻

中
の

学
校
司
書
は

、
着

任

２
年

目
の

小
玉
由
香

梨
さ
ん

で
す
。

当
麻

町
に

転
入
す
る

前
は
、

旭
川

市
図

書
館
で
司

書
と
し
て

勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
の
「
古
典
の
日
」

に
は

中
学

生
も

親
し
み
や
す

い

古
典

を
紹

介
す
る

コ
ー
ナ
ー
を

設
け
た

り
、

ス
キ
ー

学
習
に
合

わ

せ
て

滑
走

技
術
に
関

す
る
本

を

紹
介
し

た
り

す
る
な
ど

、
公

立
図

書
館

で
の
司

書
経
験
も

生

か
し

な
が
ら

業
務
を

進
め
て
い

ま
す
。

読
書
の
幅
を
広
げ
る

部
活

動
や

高
校
受
検

な
ど
、

な
に

か
と
忙

し
い
中

学
生
は
、

そ

れ
ま

で
よ

り
も
読
書

量
が
少

な

く
な

る
傾
向

が
あ
り
ま

す
。

「
き

っ
か

け
は
、
い

わ
ゆ
る

ラ
イ

ト
ノ

ベ
ル
で
も

い
い
か
ら

読

書
へ

の
第

一
歩
を
踏

み
出
し

て
ほ
し
い
」
と
語
る
小
玉
さ
ん
。

図

書

の

紹

介

コ

ー

ナ

ー

に

は
、

中
・

高
校
生

に
人
気
の
映

画
「
ア

オ
ハ

ラ
イ
ド

」
の
ノ
ベ

ラ

イ
ズ

本
の

近
く
に
、

旭
川
ゆ

か

り
の
作

家
三

浦
綾
子
さ

ん
の

「
氷
点
」
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た

、
図
書

の
購
入
は

年
に

１

回
ま

と
め

て
行
っ
て

い
ま
し

た

が
、

現
在
は

、
学
校
司

書
が

子
ど

も
の

ニ
ー
ズ

を
よ
り
細

か

く
把

握
し

、
数
回
に

分
け
て
購

入

す
る

よ
う

に
な
り
ま

し
た
。

町
立
図
書
館
と
の
連
携

今
年
度
、
学
校
司
書
が
中
心
と
な

り
、
蔵
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
行

わ
れ
、
２
月
か
ら
学
校
図
書

館

の
貸
出
し
は
町
立
図
書
館
と
共
通

の
カ
ー
ド
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以

上
に
、

子
ど

も
た
ち
が

気
軽

に

町

立

図

書

館

を

利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま

た
、

当
麻
町

で
は
、
こ

れ

ま

で
小

学
生
ま

で
だ
っ
た

図
書

贈
呈

事
業

を
拡
大

し
、
町
立

図

書
館

で
町

内
の
全
て

の
中
学
生

に

本
を

プ
レ

ゼ
ン
ト
す

る
予
定

と

な
っ

て
お

り
、
小
玉
さ

ん
も

プ

レ

ゼ

ン

ト

す

る
本
の
選
定
委

員
を
務
め
ま
し
た
。

学

校
司

書
の

専
門
性
を
生

か

し

た
学

校
以

外
で
の
活
用

も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当 麻 町 立 当 麻 中 学 校

校 長 松 永 博 一

生 徒 数 １ ７ ７ 名

学 級 数 ９ 学 級 （ 特 支 ３ ）

所 在 地 当 麻 町 ５ 条 西 ４ 丁 目

Tel 0166- ( 84 ) 2072

Fax 0166- ( 84 ) 2051

読
書
の
扉
を
開
く
図
書
館
に

～
中
学
生
だ
か
ら
こ
そ
積
極
的
に
読
書
を
～きめ細かい配慮がされた図書展示

新聞や進路情報が整理されたラック
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事例４ 札幌市立中央中学校（学校司書・天谷まゆみさん）

札
幌
市
の
状
況

札
幌
市

で
は

、
モ
デ
ル

事
業

と
し

て
平

成
二
十

五
年
度
か
ら

中

央
中
学

校
に

学
校
司
書

（
非

常

勤
）

が
配

置
さ
れ
ま

し
た
。

中
央
中
の
様
子

中
央

中
の

学
校
司
書

は
、
着

任
１

年
目

の
天

谷
ま
ゆ
み
さ

ん

で
す
。

天
谷
さ

ん
は

、
司
書
資

格
を

も
ち

、
書

店
で
の

勤
務
経
験
も

あ
り
ま
す
。

図

書
館

入
り
口

に
置
か
れ
た

人

目
を

引
く

看
板
や
図

書
を
紹

介
す

る
ポ

ッ
プ
な

ど
、
書
店
で

の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

朝
の
登
校
時
に
は
、
本
を
借
り

に

く
る

生
徒

も
お
り
、

年
間
貸

出
冊

数
は

学
校
司
書

を
配
置
す

る
前
の
約

倍
に
な
り
ま
し
た
。

1.5

司
書
教
諭
と
の
連
携

天

谷
さ

ん
か
ら
業

務
内
容
な

ど
を

お
聞

き
し
て

い
る
と
、

図

書
館
便
り
の
検
討
や
最
終
確
認
、

授
業
で
の

学

校

図

書

館

の

計

画

的

な
活

用
な

ど
、
多
岐

に
わ
た

っ

て
司

書
教

諭
と
日
常
的

に
連

携

し
て
い

る
こ

と
が
伝
わ

っ
て

き
ま
す
。

ま
た

、
司

書
教
諭
は

、
各
教

員
と
学

校
司

書
を
つ

な
ぐ
コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と
し
て

の
役
割

を
も
っ
て
い
ま
す
。

中
央

中
で

は
、
そ
れ

が
機
能

し
、

本
を
紹

介
す
る

ポ
ッ
プ
作

り

や
ビ

ブ
リ

オ
バ
ト
ル

な
ど
が

授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
え

て
、

定
期
的
に

図
書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の
方
が

学
校
図
書

館

を
訪

れ
、

図
書
の
修

理
な
ど

を

し
て

お
り

、
そ
う
し
た

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
学
校
司
書
と
の
連
携

も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
立
図
書
館
と
の
連
携

札
幌
市

で
は

、
子
ど
も

た
ち

が

必
要

な
と

き
に
必
要

な
図
書

を

い
つ
で

も
借

り
ら
れ
る

よ
う

札
幌

市
中

央
図
書

館
と
学
校
図

書
館
を

オ
ン

ラ
イ
ン

で
結
ん
だ

配
本
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ

の
シ
ス

テ
ム
の

端
末
は
、

学
校

図
書

館
内
に

置
か
れ
て

お

り
、

そ
の
運

用
も
学

校
司
書
の

重

要
な

業
務

の
ひ
と
つ

と
な
っ

て
い
ま
す
。

子
ど

も
一

人
一
人
の

知
的
好

奇
心

を
刺

激
す
る
学

校
図
書
館

づ

く
り

が
着

実
に
進
め

ら
れ
て

い
ま
す
。

～
司
書
教
諭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
～

札 幌 市 立 中 央 中 学 校

校 長 水 野 敏 夫

生 徒 数 ４ ０ ６ 名

学 級 数 １ ２ 学 級

所 在 地 札 幌 市 中 央 区 北 ４

条 東 ３ 丁 目

Tel 011- ( 241 ) 6266

Fax 011- ( 241 ) 6359

知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
図
書
館
へ

ポップ作りに関する資料

入り口に置かれたカフェ風の看板

４



事例５ 恵庭市立図書館

学
校
の
読
書
活
動
の
中
心
と
し
て

恵
庭
市
の
状
況

「

恵
庭
市

人
と
ま

ち
を
育
む

読
書

条
例

」
を
制

定
し
、
全

国

的
に

も
先
進

的
な
取

組
を
進
め

て
い
る
恵
庭
市
で
は
、
平
成
十
六

年

度
に

全
て
の

小
学
校
、

平
成

十

八

年

度

に

全

て

の

中

学

校

に

、

学
校
司
書
が
配
置
さ
れ
ま

し
た
（
い
ず
れ
も
非
常
勤
）
。

読
書
活
動
の
中
心
と
し
て

学
校

司
書

の
勤
務
は

午
前
８

時
か

ら
午

後
４
時
ま

で
を
基
本

と

し
、

学
校

の
日
課
に

合
わ
せ

て

、
朝

か
ら

学
校
図
書
館

を
開

館
し
て
い
ま
す
。

恵
庭

市
で

は
、
平
成

二
十
年

度
か
ら

全
て

の
学
校

で
朝
読
書

に

取

り

組

ん

で

お

り

、
「

子

ど

も

た
ち
の

集
中

力
が
高
ま

り
、

１
時

間
目

を
ス
ム

ー
ズ
に
始

め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と

の
声

が
多

く
聞
か
れ

ま
す
。

ま
た

、
学
校

図
書
館
が

朝
の

開

館
を

始
め

て
か
ら
、

図
書
の

貸

出
し

が
大
幅

に
増
え
た

と
い

う
学
校
も
多
い
そ
う
で
す
。

そ
の

他
に

も
、
学
校
司

書
に

よ

る
読

み
聞

か
せ
や
ブ

ッ
ク
ト

ー

ク
な

ど
も

日
常
的
に
行

わ
れ

て
お

り
、

学
校

に
お
け
る
読

書

活
動

の
中

心
的
な

存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

司
書
教
諭
と
の
連
携
が
必
要

学

校
の

読
書
活

動
の
多
く

の

部

分
を
担

っ
て

い
る
学
校

司
書

で
す

が
、

司
書
教

諭
と
の
連

携

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

例

え
ば

、
玄
関

ス
ペ
ー
ス

へ

の

図
書

紹
介
コ

ー
ナ
ー
の

設
置

や
掲

示
板

で
の
告

知
な
ど
、

図

書
館

以
外

の
場
所
の

活
用
な
ど

は

、
教

職
員

全
体
の
理

解
や
協

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
ん

な
と

き
、
学
校

司
書
の

良
き
相
談
相
手
と
し
て
、
ま
た
、

学

校
図

書
館

と
各
教
室

を
つ
な

ぐ
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割

を
も
つ

の
が

司
書
教

諭
で
す
。

学

校
司

書
と
司

書
教
諭
が

そ

れ

ぞ
れ
の

役
割

を
分
担
し

、
連

携
し

て
は

じ
め
て

、
学
校
の
読

書
活
動

を
活

性
化
す

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま

た
、
個

々
の
学

校
司
書
の

資
質

や
能

力
は
も

と
よ
り
、

学

校
全

体
で
読

書
活
動

を
進
め
よ

う

と
い

う
共

通
理
解
が

図
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

年
間
貸
出
し
冊
数
の
増
加

恵
庭

市
で

は
、
学
校
司

書
が

配

置
さ

れ
て

か
ら
年
間

貸
出
冊

数

が

大

き

く

増

加

し

、

平

成

二
十

五
年

度
に

は
、
年
間
の

貸

出
冊

数
が

小
学
校

で

冊
、
中

73.1

学

校
で

冊

と
な
り

、
い
ず
れ

19.0

も

全
国

平
均

を
大
き
く
上

回
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
経
過
を
み
る
と
、
学
校
司

書
の
配
置
直
後
に
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
３
年
目
に
大
き
な
伸
び
が

み

ら

れ

ま

す

（

図

１

・

２

）
。

～
「
読
書
の
ま
ち
」
恵
庭
市
の
取
組
～

５
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恵庭市における中学生一人当たりの年間貸出冊数

恵 庭 市 立 図 書 館

館 長 菅 原 伸 治

蔵 書 数 295,845 冊 （ 平 成 ２ ５ 年 度 ）

年 間 利 用 者 数 124,666 人 （ 平 成 ２ ５ 年 度 ）

所 在 地 恵 庭 市 恵 み 野 西 ５

丁 目 １ ０ － ２

Tel 0123- ( 37 ) 2181

Fax 0123- ( 37 ) 2184

他
の
市

町
村

で
も
学
校

司
書

の

配
置

が
ま

だ
少
な
い

時
期
で

し

た
の
で

、
先

行
事
例
も

少
な

く
、

恵
庭

市
内
の

各
学
校
が

試

行
錯

誤
し
な

が
ら
も

着
実
に
実

践

を
積

み
重

ね
、
子
ど

も
の
読

書

活
動

の
充
実

に
つ
な
げ

て
い

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

定
期
的
な
情
報
共
有

恵

庭
市

で
は

、
学
校
司
書

の

研

修

等

に

も

力

を

入

れ

て

お

り
、
学
校
司
書
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
月
１
回
、
定
例
化
し
て
い
ま
す
。

そ

の
中

で
、

各
学
校
の
効

果

的

な
取

組
な

ど
、
情
報
を

提
供

し
共

有
す

る
こ

と
で
、
市
内

の

各
学

校
が

一
体
と

な
っ
て
読
書

活
動
の

充
実

に
向
け

た
取
組
を

進

め
ら

れ
る

よ
う
に
し

て
い
ま

す
。ま

た

、
年

２
回
、
学

校
司
書

と
司

書
教
諭

を
対
象

と
し
た
合

同

研
修

会
を

行
っ
て
お

り
、
そ

れ

ぞ
れ

が
連
携

し
た
取
組

を
一

層
充

実
で

き
る
よ

う
に
し
て

い

ま
す
。

学
校
配
本
シ
ス
テ
ム
の
運
用

恵
庭

市
で

は
平
成
十
九

年
度

か
ら

「
学
校

配
本
シ

ス
テ
ム
」

を
導

入
し
て

お
り
、

学
校
図
書

館
に

置
か
れ

た
端
末

で
他
校
や

市
立
図

書
館

の
貸
出

状
況
を
確

認
し
、

巡
回

す
る
配

本
車
を
通

じ
て
、

貸
出

し
を
受

け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ

の
シ

ス
テ

ム
の
運
用
は

、

学

校
司

書
が

行
っ
て
お

り
、
子

ど

も
た

ち
は

他
校
や
市

立
図
書

館

の
蔵

書
約

万
冊
の

中
か
ら

40

読

み
た

い
本

を
ス
ム
ー

ズ
に
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
も
、
い
つ
で
も
人
（
学

校

司
書
）

が
い

る
学
校
図

書
館

の
機
能
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
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恵庭市における小学生一人当たりの年間貸出冊数
全国平均は45.2冊
（2010年全国学校図
書館協議会調べ）

図１
全国平均は9.7冊
（2010年全国学校図
書館協議会調べ）

図２

～
終
わ
り
に
～

読

書

活

動

の

充

実

に

向

け

て

学
校

に
お
け

る
読
書
活

動
の

中
心

と
し

て
学
校
図

書
館
の
役

割
は

ま
す

ま
す
重
要

に
な
っ
て

き
て

お
り

、
学
校
司

書
へ
の
期

待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
事
例
集

で
紹
介
し
た
、
既

に
学

校
司

書
を
配
置

し
て
い
る

市
町

村
や

学
校
の
取

組
も
参
考

に
、

学
校

に
お
け
る

読
書
活
動

の
一

層
の

充
実
を
図

る
こ
と
が

大
切
で
す
。
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北 海 道 子 ど も 読 書 活 動 推 進 ホ ー ム ペ ー ジ

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/sgg/move/dokusyo/dokusyoindex.htm

４月２３日は「子ども読書の日」


